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情報システムのパラダイムシフト
～KDDIのシステム構造改革～

２００６年２月１７日

ＫＤＤＩ株式会社

繁野高仁
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ＫＤＤＩの企業概要
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約１，４００億円

約１０，０００名

２兆９，７６０億円（平成１８年３月期連結予想）

２，８７０億円（平成１８年３月期連結予想）

モバイル事業 （ａｕ、ＴＵ－ＫＡ）

ＩＰ事業 （ＤＩＯＮ）

ＮＷ事業 （市内・市外・国際電話、データ通信）

社名：

創業：

資本金：
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売上：
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DDIDDI

3月 国際電信電話㈱ 設立

11月 日本高速通信㈱設立

6月 第二電電企画として設立

3月 日本移動通信設立

6月 関西ｾﾙﾗｰ設立

10月 九州ｾﾙﾗｰ設立

11月 中国ｾﾙﾗｰ設立

4月 東北ｾﾙﾗｰ設立

5月 北陸ｾﾙﾗｰ設立

7月 北海道ｾﾙﾗｰ設立

4月 四国ｾﾙﾗｰ設立

6月 沖縄ｾﾙﾗｰ設立

7月 ﾂｰｶｰｾﾙﾗｰ東京設立

2月 ﾂｰｶｰｾﾙﾗｰ東海設立

10月 ﾂｰｶｰﾎﾝ関西設立

㈱au㈱au

12月 KDD・TWJ合併

10月 DDI・，KDD・IDO合併

11月ｾﾙﾗｰ7社合併

10月KDDI・
ａｕ合併

10月
KDDI・
ﾂｰｶｰ
3社合併

ＫＤＤＩ（株）

PNJ-C(ﾊﾟﾜｰﾄﾞｺﾑ）PNJ-C(ﾊﾟﾜｰﾄﾞｺﾑ）
ＴＴNet
ＴＴNet

１９８６年3月 東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ 設立

１９９９年１１月 PNJｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 設立

沖縄ｾﾙﾗｰ（株）

1月KDDI・
ﾊﾟﾜｰﾄﾞｺﾑ
合併

２００３年４月ﾊﾟﾜｰﾄﾞｺﾑ・TTNet合併

ＫＤＤＩシステム統合の歴史
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開発期間とコストの増加

保守・運用コストの増加

システム障害の増加

仕事の属人化

要員の増加と士気の低下

企業変革の抵抗勢力

情報システム部門の課題

情報システムの巨大化・複雑化・硬直化

ソフトウェアが老化するメカニズム

全
面
的
な

シ
ス
テ
ム
再
構
築

システム化要求

早く・安く・安全に開発したい

極力既存部分に手を入れず
なるべく外付けで開発する

ソフトウェアが肥大化し
全体の構造は悪化する

担当者の属人化が進む

ソフトウェアの変更が難しくなる



4

良いソフトウェアとは？

要求仕様を満足
させれば良い

将来の環境変化
に対して柔軟に
対応できること

老化する
ソフトウェア

成長し続ける
ソフトウェア

概念構造体

「すべてのソフトウェア構築作業は、

抽象的実体としての概念構造体を

作り上げる本質的（エッセンシャル）

作業と、概念構造体をプログラミン

グ言語で表現する副次的（アクシデ

ンタル）作業に分けられる」

『人月の神話』（F.P.ブルックス著）
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情報システムのパラダイムシフト

情報構造機能構造概念構造体

情報伝達の媒体処理の対象物データ

情報の表現手段機能の実装手段APLプログラム

コミュニケーション
の道具

自動化の道具コンピュータ

情報機能着眼点

コミュニケーション
パラダイム

自動化パラダイム

データと情報

データ

情報

非属人的な事実を表すもの

発信者の意図および意味が
付与されたデータであって
受信者の解釈を伴うもの

出展：「情報システム学へのいざない」
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情報システムとコンピュータ・システム

実世界

(universe of discourse)

情報システム

コンピュータ・システム

実世界
(universe of discourse)

仮想世界

情報システム

コンピュータ・システムは
実世界のシミュレータ

データ

データ

（コンピュータ・システム）
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ＤＢＭＳの三層スキーマ構造

データベース

利用者

実世界

(universe of 
discourse)

外部スキーマ

概念スキーマ

内部スキーマ

モデル化

ANSI/X3/SPARC DBMS Model 1976

実世界の捉え方 ＜ものこと分析＞

仕事とは対象となる「もの」の状態を変えることである

仕事の対象として必須の「もの」を「要のもの」と言う

「要のもの」の状態を変えるために、最小限行わねばな
らないことを「要のこと」と言う

「もの」は「こと」で状態が変化することによって、「もの」と
して認識される

「こと」は「もの」の状態を変化させることによって、「こと」
として認識される

概念データモデルとは、ビジネス活動によって状態が変
化する「要のもの」と、その変化に必須となる「要のこと」を
モデル化したものである

参考：中村善太郎 「ものこと分析で成功するシンプルな仕事の構想法」
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水を沸かす仕事の例

水道 やかん コンロ

井戸 鍋 焚火

水道から水を出す やかんをコンロにかける

井戸から水を汲む

鍋を火にかける

コンロに火を点ける

鍋に水を入れる

焚火をおこす

やかんに水を入れる

水を沸かす仕事の要

要のもの ＝ 水

要のこと ＝ 加熱

仕事の目的：

水の温度（状態）を１００℃に変えること
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「概念データモデル」 と 「ＤＯＡ」

もの こと

概念データモデル

DOAのモデル

既存システムのデータ

売上集計 出荷集計

料金科目 金融機関

要のもの 要のこと
安
定

変
動

変
動

情報システム構造

実世界の構造
(概念データモデル）

データ構造
（データベース／トランザクションデータ）

システム化要求

アプリケーション
ソフトウェア構造

プラットフォーム
構造

APL
プログラム

ＢＡ

ＤＡ

ＡＡ

ＴＡ

(ビジネス・アーキテクチャ）

(データ・アーキテクチャ）

(アプリケーション・アーキテクチャ）

（テクノロジ・アーキテクチャ）

業務プロセス
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（情報系ＡＰＬ）

（フロント系ＡＰＬ）

（基幹系データベースＡＰＬ）

（バックエンド系ＡＰＬ）

アプリケーション・ソフトウェア構造

フロント系
サブシステム

基幹系
サブシステム

情報系
サブシステム

業務活動

実世界

コールセンター支援
サブシステム

事務センター支援
サブシステム

代理店支援
サブシステム

基幹系ＤＢ

顧客管理
サブシステム

料金計算
サブシステム

請求収納
サブシステム

代理店管理
サブシステム

基幹系ＤＢ 基幹系ＤＢ 基幹系ＤＢ

データウェアハウス

データマート データマート データマート データマート

KDDI情報システム本部の
ミッションステートメント

情報システムとは、人と人がコミュニケーションを行うため
の仕組みである。ＫＤＤＩにおける情報システム本部の役
割は、ＫＤＤＩの全ステークホルダー（顧客、株主、取引先、
地域社会、行政機関、経営者、従業員など）の間のコミュ
ニケーションが円滑に行われるような仕組みを構築し、維
持することである。
我々は、しっかりとした構造（Architecture）が良い情報シ
ステムの基本原則であることを理解し、勇気と信念をもっ
てその実現に取り組む。
我々は、情報セキュリティ（Information security)の重要
性を深く認識し、責任部署としての自覚を持って積極的に
行動する。
我々は、情報システムの目的が顧客満足（Customer 
satisfaction）と費用対便益（Efficiency）にあることを理解
し、「人に学び人を助ける」精神でその向上を目指し続ける。
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ＫＤＤＩ情報システム本部の基本方針

ＡＩＣＥ
Architecture （情報システムの原則）

Information security （システム部門の義務）

Customer satisfaction （企業の存在意義）

Efficiency （ステークホルダーへの貢献）

All Information systems for Communication Empowerment
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